
  オーシャン ネットワーク エクスプレス ジャパン 株式会社 
  〒108-0075 東京都港区港南 1-8-15 Ｗビル 

2018年 6月 11日 

お客様各位 
 

 

【南アフリカ向け】24時間ルールに関するご案内 

 

平素は格別のご高配を賜り厚く御礼申し上げます。 

 さて、南アフリカ歳入庁(SOUTH AFRICAN REVENUE SERVICE=SARS)は積港の入港 24時間前までに

Reporting of Conveyances and Goods (RCG)を電子送信することを義務付ける、いわゆる 24時間

ルールを導入することを先般発表致しました。 

 つきましては、以下の通りご案内致しますのでご理解とご協力の程宜しくお願い申し上げます。 
 

記 

 

１、適用対象貨物  ： 南アフリカ向け 

２、適用開始時期 ： 日本発ベースで 2018年 7月 1日より 

３、日本出し CUT日： 1st Vessel 各航路の設定日が引き続き適用となりますが、2nd Vesselとし

て接続する南アフリカ向け本船の接続港での CYカット日の方が早い場合

は、2nd Vesselの入港日 3日前となります。 

４、報告必須事項 ： TBA 

５、チャージ導入 ： “ＡＭＳ” USD 35 per B/L 

‣Master B/L 一件当たりに適用 

‣RCG 送信後のデータ訂正をご希望の場合は、一件当たり USD 40 per B/L の訂正料を頂戴致します。 

 

注 1）アジア各港にて船積み/トランシップとなる南アフリカ向け貨物に関しましても RCG 送信の対象となり

ますので宜しくお願い致します。 

注 2）スムーズな RCG 送信を行う為にもカット日の厳守及び正確な B/L Instruction の提出を引き続きご協

力頂きます様何卒宜しくお願い致します。 

注 3）RCG 送信した結果 SARS より船積み不可とされた場合、善処致しますが貨物を当初予定していた本船に

積載できない可能性もあること予めご了承願います。 

 

ご不明点等ございましたら弊社各店までお問い合わせ頂きます様お願い申し上げます。 

                            以上 


